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国立駅周辺まちづくり会議 

今年度の検討内容と課題 

 

１．今年度の検討の狙い 

○中央線連続立体交差事業の進捗に合せ、高架下活用等の事業計画の作成に向

け、関連する項目について重点的に検討 

 【重点的検討事項】 

・高架下活用 

・駅前広場整備（旧駅舎の復原を含む） 

○事務局が主体となって作成した案をベースに、検討部会、まちづくり会議で

議論 

 

２．各部会の検討内容 

１）交通検討部会 

・歩行者、自転車、自動車の“折り合い”のあり方（動線、駐輪場配置など） 

・南北駅前広場が担う交通機能のあり方 

 ２）まち育て検討部会  

・駅周辺に備えるべき機能・規模（特に高架下、旧駅舎） 

・駅前広場の歩行者空間のあり方、使い方 

 ３）景観検討部会  

・駅前広場、高架下の空間デザイン（旧駅舎の復原位置を含む） 

 

図 各部会の役割分担 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  整備計画・基本設計（ﾊｰﾄﾞ） 

駅前広場 旧駅舎 高架下 関連基盤 

社会実験 

イベント 

など 

まち育て 

交通 

景観 

駅周辺に備える機能・規模、駅周辺の使い方、運営（維持・管理） 

駅周辺の交通計画、駅前広場の機能（交通処理、交通結節） 

空間デザイン（旧駅舎の復原、緑、沿道建物など） 

 

整備効果を 
高める取組み 

（ｿﾌﾄ） 複合施設 

 

駅周辺の整備と賑わい創出 
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３．今年度検討の視点 

 

  ◯高架下活用及び駅前広場への導入機能と動線は、鉄道事業者の検討や今後整

備される複合施設等と一体的に検討 

・ 駅周辺には、鉄道事業者による高架下空間活用計画、市による南口複合

施設など、機能導入や動線計画に関連する動きが平行して進められてい

る。 

・ 高架下空間や駅前広場の検討には、鉄道事業者による検討（沿線の東小

金井市では、西口改札の設置、商業機能の導入案が示されている）、複合

施設内への導入機能（駐輪場など）なども大きく影響することから、こ

れらを含め駅周辺を一体的にとらえた検討をすべき。 

 

  ◯高架下空間活用に合わせた整備の前倒しについて検討 

・ 昨年度検討では、駅前広場については南口駅前広場への交通流入が減少

する平成 32 年度を目標としたが、平成 25 年度には高架下活用が可能と

なることから、これに合わせ、駅前の「顔」として先行的に進めること

も考えられる。 

・ 特に、交通的な課題や対応が比較的限定的な北口駅前広場の整備を先行

的に進めることも考えられることから、今年度検討については、早期の

「出来型」完成を目指し、事業スケジュールの見直しを検討すべき。 

 

  ◯具体の整備計画案をベースとした検討 

・ 円形公園や旧駅舎の復原を含む南口駅前広場については、これまでの「ロ

ータリー機能を残す」から、「交通処理機能として残すべきか」「緑ある

円形空間として残すべきか」という「機能」と「形態・空間」を意識し

た検討が必要な段階を迎えている。 

・ 今年度検討では、駅前広場の整備について、いくつかのパターンをもと

に、「後世に引き継ぐべきもの」「今後、駅周辺において求めるもの」を

明らかにし、将来に引き継ぐ公共空間としての駅前広場の整備について

検討すべき。 
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国立駅周辺まちづくりのスケジュール 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立駅周辺の土地の状況 
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平成２３年度の進め方 

 

平 成 ２３年 度  交 通 検 討 部 会 の進 め方 （案 ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■昨年度交通検討部会で合意形成した駅周辺区の交通まちづくりの目標 

～歩行者、自転車、自動車等がお互いを意識しながら「低速で移動できるまち」～ 
 

◆基本的な考え方 

◎ 歩行者、自転車、自動車の“折り合い”のあり方 

◎ 国立南北駅前広場が担う交通機能のあり方 

・ロータリーとしての交通処理機能 

・駅前広場としての交通結節機能 

 

◆成果 

◎ 隣接市を含んだ道路整備の進捗に合わせた段階的※な駅周辺交通計画案の作成 

◎ 国立駅南北駅前広場整備計画案の作成 

 

 

 

 

関係機関との協議 

・交通管理者 

・交通事業者 等 

 

 

他の部会の連絡調整 

・まち育て検討部会 

・景観検討部会 

交通検討部会

で要議論 

【事務局が主体となって検討・実施する内容】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①実態調査の実施 
・ 歩行者、自転車交通の実態把握 
・ 交通シミュレーションのための基礎データの把握 

①実態調査の実施 
・歩行者、自転車交通の実態把握 
・交通シミュレーションのための基礎データの把握 

②駅前広場の施設配置、

交通処理の検討 

③駅周辺地区の交通処

理の検討 

④交通シミュレーションによる交通処理計画の検証 

・3･4･10号の整備、方向規制等による周辺道路網への影響検証 

 

⑥南北駅前広場及び段階的な駅周辺交通計画素案の作成 

⑤歩行者優先のまちの交通課題の整理 

 

 

【「交通まちづくり」三原則】 

・ 通過交通の排除 

・ 歩行者を優先した道路空間の再配分 

・ 街路空間のデザイン 

国立市周辺区の【平成３２年】道路整備目標 

これまで計画されている国立駅周辺の交通計画と交通シミュレーションを実施する範囲 

※）平成３２年、平成４２年以降 
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ＪＲ中央線 国立市域内高架下利活用ゾーニング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鉄道関連施設 
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 駅中間に位置する、集合住宅が中心となった住宅地域であるこのエ

リアは、高架化により地域交流が活性化する。日常生活のための生活

利便施設や、北市民プラザを拠点とし、よりよいコミュニティづくり

の環境を整備することを検討する。 

閑静な住宅街が続くこのエリアは、

新たに側道が整備されることで、回

遊性が大きく向上するため、民間と

公共が連携し、地域住民の生活を充

実させる施設や、側道からのアクセ

スを活用した地域の交流拠点造り

など、目的性の高い施設を展開する

ことで、更なる交流機会を高架下か

ら発信する。 

 

街の玄関口であるこのエリアには、市民生活と結びつき、

南北、東西の回遊性をさらに向上させるような賑わいと魅

力ある施設を検討する。公共施設としては、駅北側に接し

ている国分寺市との連携を図る。駅周辺公共施設の状況を

踏まえつつ、自転車駐輪場などの整備を検討する。 

 

平成２３年１０月１２日現在 
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